
＃この発言、何がＮＧ？

世の中、ジェンダーに関する不適切発言がいっこうになくなりません。さらに、炎上した
後の当事者の言葉からは、謝罪はしたものの何がいけなかったのかが全く理解できていない
のでは・・と思うことも少なくありません。

ただ実際のところ、発言自体はいけないと思うけれど、具体的にどこがどうＮＧだったの
かをはっきりと言葉にできない方も多いのではないでしょうか。

そんなあなたに、近年話題になった炎上ＣＭを題材に不適切な表現の裏に潜むジェンダー
バイアスを解き明かしている本を紹介します。

『炎上ＣＭでよみとくジェンダー論』 瀬地山角：著 光文社 2020年

炎上したＣＭとして有名なのが、1975年ハウス食品での「私、作る人。
僕、食べる人」ではないでしょうか。あれから47年。様々なＣＭが炎上
し消えていった一方で、同じ業界でも成功したストライク事例も存在し
ています。

この本では、ひとつひとつのＣＭについて解説しながら、そこに潜む
ジェンダーバイアスをあぶりだしていきます。ぜひ、それぞれのＣＭに
ついて、どこが炎上／ストライクポイントだったのかを考えながら読ん
でみてください。

ちなみに、ソフトバンクの「白戸家」のＣＭのポイントは
どこでしょう？ この本を読んだ後、ＣＭ を見る目が変わる
かもしれません。 図書司書 担当 七里
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＜メディアとジェンダーをめぐる動き＞

メディア分野と連携した積極的な情報発信（第5次男女共同参画基本計画・抜粋）

新聞・テレビ・映画・ゲーム・インターネットメディア・広告等の多様なメディア関係者と連携し、男女共同参画
に資する広告やコンテンツ等について積極的に情報発信を行う。
また、表現の自由を十分尊重しながら、性暴力表現など実在する女性の人権を侵害するような情報への対策
をはじめ男女共同参画に関する各業界における自主的な取組を促進する。

https://www.gender.go.jp/about_danjo/basic_plans/5th/index.html

アンステレオタイプアライアンス－ ｕｎ（無効にする） ＋ stereotype（ステレオタイプ・固定観念）

2017年に、UN Women（国連女性機関）が主導し「アンステレオタイプアライアンス」が発足。
メディアと広告によってジェンダー平等を推進し、「女・男はこうあるべき」などに見られるステレオタイプ（固定
観念）を撤廃する世界的な取り組みです。日本支部は2020年5月に設立されました。

https://japan.unwomen.org/ja/unstereotype-alliance
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ジェンダー最前線（創刊号２０２２．６）

イベントのお知らせ お気軽にご参加ください！

特定非営利活動法人 男女共同参画をすすめる会・IYOU淡海 理事長 吉岡 康子
〒523-0691 滋賀県近江八幡市鷹飼町105-2
TEL 0748(43)1620 ／ FAX 0748(43)1621  ／ E-mail npo_iyou_oumi_2008_4@lily.ocn.ne.jp

「ジェンダー最前線」は、日々の暮らしの中で、ジェンダーを身近に感じてもらえるよう、ジェンダーを取り巻く動きや、イベントなどを
ご紹介します。お読みになった感想、イベントに参加された感想、こんなイベントがあればよい等々、是非お声を聞かせてください。

＠託児中のお子さまたち

＃あなたの感想を聞かせてください

「アイ ラブ フレンズ」
2001年/日本/113分/監督:大澤 豊/出演:忍足亜希子、落合モトキ、藤田朋子、萩原聖人、

田村高廣 他
2022年4月16日上映

主人公・美樹は写真家。夫が遺した写真館を営みながら、息子・優太と義姉・遥と暮らしてい
ます。

物語は、交通事故で子どもの命を奪い罪の意識に苛まれている造園技師・柴田との出会い
から始まります。主演は、忍足亜希子（おしだりあきこ）さん。聴覚障害をもつ美樹の心情や
行動がリアルに描かれていきます。

手話で通訳する優太をはじめ、ろう者と聴者が互いに尊重し、思いやりながら交流してい
く姿に、どんどんと惹きつけられてしまいます。それは、「あらゆる人が孤立したり、排除され
たりしないよう援護し、社会の構成員として包み、支え合う」（インクルーシブ）社会の姿を、
身近に感じさせてくれているようです。

窓口担当 杉浦


